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２．中心市街地の位置及び区域 

[１]位置 

高崎市は、関東平野の北端、群馬県の中西部に位置し、県庁所在都市・前橋市に隣接

する人口約 37.3 万人の中核市です。平成の大合併で誕生した現在の市域面積は約 460 ㎢

に及んでいます。 

高崎駅は、上越新幹線と北陸新幹線が停車する乗車人員約 3.2 万人/日の広域交通ター

ミナルであるとともに、駅周辺には商業等の各種都市機能が集積し、本市および周辺市

町の都市発展に果たす役割を担っていることから、高崎駅周辺地区を、将来にわたって

高崎市全体の中心市街地として位置付けるものとします。 

 

■高崎市中心市街地の位置 
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[２]区域 

第 2期基本計画では、商業・業務施設や行政・文化施設等が集積する既存の中心市街

地に加えて、都市集客施設等を整備する高崎駅東口周辺のエリアを含む約 175ha の区域

を中心市街地として位置づけ、活性化に資する各種の事業を重点的に実施してきました。 

第 3期基本計画では、引き続き都市集客施設等の整備・活用が中心市街地活性化の重

要な課題であることから、第 2期基本計画の区域を基本に、さらにその波及効果として

民間開発等を誘導すべきエリアを加え、逆に民間開発等が見込まれない縁辺のエリアを

区域から除外し、約 180ha の区域を中心市街地として位置づけます。 

■中心市街地の区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■区域の町名一覧 

区域内の町名 
八島町、旭町、あら町、鍛冶町、鞘町、白銀町、真町、砂賀町、通町、 

中紺屋町、檜物町、元紺屋町、寄合町、連雀町 

一部が区域に入る
町名 

東町、江木町、北通町、栄町、下和田町4丁目、下和田町5丁目、高松町、

鶴見町、和田町、柳川町、嘉多町、本町、新紺屋町、羅漢町、弓町、九蔵

町、宮元町、田町、下横町、北双葉町、上中居町、岩押町 
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 [３]中心市街地の要件に適合していることの説明 

要件 説明 

第 1号要件 

当該市街地に、相当

数の小売商業者が

集積し、及び都市機

能が相当程度集積

しており、その存在

している市町村の

中心としての役割

を果たしている市

街地であること 

 

 

 

 

■商業機能の集積 

本市に占める中心市街地の商業機能の割合は、店舗数で14.9％、

従業者数で 18.2％、小売業年間商品販売額で 21.4％、売場面積で

20.9％と、いずれも高いシェアを占めています。 

＜中心市街地における商業機能の対全市シェア＞ 

平成 28 年度 中心市街地 高崎市 割合 

小売業店舗数（店） 468 3,137 14.9% 

小売業従業者数（人） 4,513 24,816 18.2% 

小売業年間商品 

販売額（億円） 
1,077 5,032 21.4% 

小売業売場面積（㎡） 101,233 484,049 20.9% 

(資料：H28 経済センサス) 

■業務機能の集積 

業務機能も事業所数で 18.8％、従業者数で 22.9％と、商業機能

と同様に高いシェアを占めています。 

＜中心市街地における業務機能の対全市シェア＞ 

平成 28 年度 中心市街地 高崎市 割合 

事業所数（所） 3,178 16,940 18.8% 

従業者数（人） 39,803 174,044 22.9% 

（資料：H28 経済センサス） 

 

■主要な公共施設の立地（P.32 区域図参照） 

中心市街地には、市役所、高崎駅市民サービスセンター、高崎

アリーナ、高崎芸術劇場、群馬音楽センター、高崎シティギャラ

リー、シンフォニーホール、Ｇメッセ群馬、総合保健センター、

美術館、タワー美術館、中央図書館、国立病院機構高崎総合医療

センター、高崎郵便局、裁判所（支部）など、主要な公共施設が

立地しています。 

当該中心市街地は、商業・業務施設や各種公共施設が高度

に集積し、県内随一の都市機能集積ゾーンを形成しており、

本市の中心としての役割を果たしています。 



 

34 

 

第 2号要件 

当該市街地の土地

利用及び商業活動

の状況等からみて、

機能的な都市活動

の確保又は経済活

力の維持に支障を

生じ、又は生ずるお

それがあると認め

られる市街地であ

ること 

 

 

 

 

 

■中心市街地の文化施設の利用者数の推移 

中心市街地の文化施設の利用者数は、横ばいが続いています。

今後は、高崎芸術劇場等の都市集客施設間の利用の棲み分けや魅

力ある催事を実施することにより、スポーツも含めた市民の文化

活動や鑑賞・観戦などの場を拡げていく必要があります。 

＜中心市街地における文化施設の利用者数の推移＞ 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

利用者数（人） 613,703 664,920 597,922 

(資料：高崎市文化課) 

■中心商店街の歩行者・自転車通行量の推移 

近年、高崎駅周辺における大型店の立地等により、高崎駅周辺

の歩行者・自転車通行量は増加していますが、これに比べ、高崎

駅から離れた中心商店街ゾーンでは微増に留まっており、中心市

街地全体の活性化には至っていない状況にあります。 

＜中心市街地における歩行者・自転車通行量(休日)の推移＞ 
 （A） 

平成 26 年度 
（B） 

平成 30 年度 
（B）／（A） 

高崎駅東側ゾーン 3,724 人 3,756 人 1．01 

高崎駅周辺ゾーン 84,565 人 139,989 人 1．66 

中心商店街ゾーン 14,802 人 15,989 人 1．08 

           （資料：高崎市中心市街地通行量動向調査） 

 

■中心市街地における居住人口の減少 

中心市街地の人口は平成 28 年度までは微増傾向にありました

が、以降、少子高齢化による自然減等の影響により、減少傾向に

あります。今後、人口の社会増を図る施策を講じなければ、さら

なる減少が進むと考えられます。 

＜中心市街地における居住人口の推移＞ 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

居住人口（人） 28,539 28,350 28,296 

（資料：住民基本台帳） 

これまで取り組んできた中心市街地活性化に関する各種施

策の効果により、高崎駅周辺では賑わいの回復が見られます

が、一方、中心商店街周辺では賑わいの回復に遅れが見られ、

中心市街地全体の活性化には至っていない状況にあります。 
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第 3号要件 

当該市街地におけ

る都市機能の増進

及び経済活力の向

上を総合的かつ一

体的に推進するこ

とが、当該市街地の

存在する市町村及

びその周辺の地域

の発展にとって有

効かつ適切である

と認められること 

 

 

 

 

 

本市は、平成 18 年から平成 21 年にかけて 7 市町村の合併によ

り現在の市域となり、平成 23 年 4 月に中核市に移行した、人口

37.3万人、市域面積約460km2の県内一の都市規模を有しています。 

その中心駅である高崎駅は、上越新幹線と北陸新幹線が停車す

る広域交通ターミナルであり、本市の玄関口にとどまらず、群馬

県全体の玄関口、さらには首都圏と上越・北陸方面をつなぐ結節

点として位置づけられています。 

また、当該中心市街地には、商業・業務施設、公共公益施設な

ど各種の都市機能施設が集積し、市内外を問わず広い商圏を有し

ています。 

さらに、本市の将来像を示す高崎市第 6 次総合計画において、

中心市街地に関して、高崎駅を拠点としたさらなる都市発展の方

向や、各種の施策の実施を掲げています。 

 

○高崎市第 6次総合計画（平成 30 年 3 月策定）における中心市街

地の位置付け 

■都市づくりの基本戦略 

～高崎駅を拠点とした発展～ 

高崎駅周辺の役割と機能を最大限に生かし、高崎発展の第一

の拠点として、さらなる都市機能の集積を図ります。特に高崎

駅周辺の商業地域では、マンションを建設しやすくするため、

容積率を緩和する区域を指定する等、駅周辺の人口増を図り、

公共交通機関を生かしたまちづくりを進めていきます。 

多くの人々が集まり新しい都市文化や経済活動を生み出す

ような、にぎわいと躍動感あふれるまちづくりを推進します。 

■高崎地域の振興の方向 

～総合的な都市機能が集積する拠点ゾーン～ 

高崎駅を中心とした都市基盤の整備、特に、駅東西の大型

商業施設、高崎アリーナ、高崎芸術劇場及びパブリックゾー

ンを備えた複合施設の整備による、新しい都市機能の集積、

さらには群馬県が整備するＧメッセ群馬との連携により、交

流圏の拡大及び交流人口の増加を図ります。 

 

当該市街地は、広域交通ターミナル・高崎駅を擁し、広い商

圏を有する、県内随一の都市機能集積ゾーンであり、都市機能

の増進及び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推進するこ

とで、広く周辺地域の発展に貢献することが期待されます。 
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■主要施策・都市機能の充実 

中心市街地においては、高崎駅東口に高崎芸術劇場を柱とし

た本市の経済文化活動の拠点となるような複合型の都市集客

施設の整備を進めます。また、Ｇメッセ群馬の整備と連携・協

力し、本市の集客機能の充実を図り、集客の相乗効果を経済の

活性化につなげます。それと同時に、マンション建設を促進す

るため、高崎駅周辺の容積率を緩和する施策を進め、高崎市の

人口増加にもつなげます。 

 

 


